
一般社団法人 茨城県建築士会 

令和 7 年度 第 1 回 まちづくり委員会 次第 

と き  令和 7 年 8 月 6 日（水） 午後 3：00～ 

ところ  水戸市笠原町 978-26 『茨城県市町村会館』 2 階 203 会議室 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 委員長あいさつ 

４ 議 題 

  １） 会員増強運動について 

 

 

 

 

 

 

  ２） 防災に強いまちづくり 

 

 

 

 

 

  ３） その他 

 

 

 

５ その他 

６ 閉 会 



茨城県建築士会






















Home 建築士免許申請 会員の入会メリット 書籍・保険 お役立ち情報 アクセス

さあ、建築士会へ！！ 茨城県建築士会では県内24支部および、青年・女性委員会などの各委員会において
色々な研修・セミナーや交流活動を行っています。
また、会員限定の「けんばい」建築士賠償責任補償制度も充実しています。

（一社）茨城県建築士会 入会申込書
紹介者会員

　　　　　年　　　月　　　日　入会を申し込みます。

フ リ ガ ナ

氏　　　名 性　　　別 男　・　女

生 年 月 日
昭和

平成
年　　　月　　　日生まれ 会　報　誌

送　付　先 自宅 ・ 勤務先

現　住　所
〒 Ｅメール

Ｔ Ｅ Ｌ

勤務先名称 Ｅメール

勤務先住所
〒 Ｔ Ｅ Ｌ

Ｆ Ａ Ｘ

級　　　別 １級　・　２級　・　木造

建築士免許
登 録 番 号

取得県 県
登録年月日 　年　　　　月　　　　日

第　　　　　　　　　　　　　号

支　部　名 支 部 長 印 会 員 種 別 正会員　・　準会員

※事務局記載
※会員番号 　　　※顔写真 　※名簿 　　　※会報 　※入力

ご注意：記載は楷書で丁寧にお願いいたします。また、顔写真1枚を添えてください。

　　年　　　月　　　日本受付

顔写真
Ｍ＝24㎜
Ｈ＝30㎜
会員証への
貼付用です

⎛
⎝

⎞
⎠

士会HP

「士会員限定」トータルサポート
建築士業務に関する賠償保険や所得補償など 全国の建築士会



（一社）茨城県建築士会 入会申込書 

           

会員種別 賛助会員  申込年月日     年  月  日 

 

（フリガナ） 

事業所名 

 

印  

 

（フリガナ） 

代表者 

 

  

郵送物宛名 

 

 

 

（フリガナ） 

担当者 

 

 

郵送物宛名 

 

 

 

所在地 

〒□□□―□□□□ 

 

 

電話番号 （    ）    － 

FAX 番号 （    ）    － 

E メールアドレス  

HP アドレス 
 

事業内容 

 

紹介者 
 

※ 入会金 1 万円(初年度のみ)  □   年会費 3 万円 □ 

※ 受付年月日      年  月  日 
        ※ 受付 No,         



魅力的な川辺のまちをめざして

茨城県建築士会の連携と提案

茨城建築県士会　まちづくり委員会

茨城県建築士会




常総市と建築士会との連携強化事業

当初の活動予定 

｢歴史的建造物の活用」 

｢レトロな街灯を活かしたまちづくりやイベント｣ 
　　　　　　　　　↓ 
2015年9月10日の洪水により

｢災害に備えた『まち』利活用」へ軌道修正



これまでの活動

■被災家屋の調査 

■調査員に対するアンケート 

■アンケートに基づくパンフレットの作成 

■水害シールの作成



これまでの活動

■調査とアンケート 

• 地盤　高さ、浸食 

• 基礎　高さ、水はけ 

• 素材　吸水性、耐水性、再利用の可能性 

• 設備　設置高さ



これまでの活動

■パンフレットの作成 

 アンケートに基づいた仕様 

 被災のリスクを軽く出来る家 

 の建て方を知ってもらう 

 地域の設計事務所や工務店 

 に営業ツールとしてもらう



これまでの活動

■ 水害シールの作成 

   水害の記憶をとどめるために



■住宅や建築にかかわる提案 

　「常総モデル」 

■生活やまちづくりへの提案 

　「常総スタイル」

これからの活動目標



常総モデル
■アンケート、被災家屋調査結果のさらなる分析 

  を進め被災のリスクを軽減出来る仕様、設計 

■常総市の生活を支えるにふさわしい機能、特性 

  を持った住宅､建築のモデル 

  揚げ船,水塚など歴史的建造物からもヒント 

■外観や素材、色彩（デザインコード） 

  →街並みが整う→ブランド価値



常総市

■ 地勢的特徴 

鬼怒川、小貝川の二つの河川 

■ 歴史 

河川の恩恵を受けて水運のまちとして発展



常総スタイル
かつては水運のまちだったけれど… 

今は河川に背を向けたまちになっている。 

河川のまちである常総市の良さを活かす生活スタ
イルをみつける 

河川を眺め、楽しむまちづくり → リバーフロント



常総スタイル
■河川を意識した街造り 

  リバーフロントカフェ、カヤックの発着場など 

  河川を眺め、楽しむことで常に河川を意識 

  →防災に繋がる



常総スタイル
■ 河川を学び楽しむイベントの提案 

   多自然型水辺利用、水辺の学校プロジェクト 

   河川を知る 

   →生態系の保護 

   川のアクティビティ 

   河川を楽しむ 

   →人が集まり活性化



茨城県建築士会










１．開催地、開催日、会場、定員
募集人数

先着 70名

２．時間割、内容、講師

３．受講料　･･･　受講料は下記口座へ　８月 １５日（金）までに納入願います。入金後の返金は致しません。

会員　　２,０００円　　　非会員　４,０００円

４．テキスト　･･･　「２０２５版　茨城県宅地開発関係資料集」を使用します。

・本年７月8日発刊　「 2025年版　茨城県宅地開発関係資料集 」　定価 11,000円　（士会員特価　7,700円）

５．お申込方法　・・・　令和 ７年 ８月 １５日（金）までに、お申し込み下さい。（但し、定員になり次第、締め切ります。）

１　茨城県建築士会宛てに、下記の申込書をFAX、Eメール又は、ご郵送等によりお申し込み下さい。

２　受講料・テキスト代の入金確認後、講習日の約１週間前 ( ８月２２日頃 ) に、受講券をFAXします。

６．主催及びお申込・お問い合わせ先
主催：（一社）茨城県建築士会　　　〒３１０-０８５２　　水戸市笠原町９７８-３０　建築会館２F　　　電話：０２９-３０５-０３２９

茨城県建築士会　行き　・・・　FAX　０２９－３０５－０３３０ ※　受付No.　　　　　　番

氏　 名 支部名

電　 話 F A X

会社名

受講料 テキスト

受講料
テキスト代

納入日

緊急連絡先
（ 携帯電話 ）

開催日 会場 開催地

８月２８日（木）　１３時３０分～受付
茨城県開発公社ビル

4Ｆ「中会議室」
水戸市笠原町978-25

振込先　　　郵便局 　00120 - 8 - 59384 　　 口座名;　一般社団法人茨城県建築士会
振込先　　　銀行から振込む場合　ゆうちょ銀行　　〇一九店　 当座　59384

CPD認定事業 ： 「 ２単位 」

時間割 講習内容 講師等

１４：００　～　１５：００
・　令和７年７月に発刊される茨城県宅地開発関係資料集の内容
と解説、その他、発刊にあたって改訂される箇所や最新情報につ
いて、県庁担当者よりご説明をいただきます。

茨城県土木部都市局建築指導課
宅地グループ　担当者

□ 会員　２,０００円　・　□ 非会員　４,０００円

FAXが、
無い場合

　〒　　　　　　　-

　ご住所

－　　　　　　　　－ －　　　　　　　　－

(　　　　　  月　  　　日　振込み　)　予定 －　　　　　　　　－

□ 会員 ７,７００円　・　□ 非会員 １１,０００円

　茨城県宅地開発関係資料集が３年ぶりに改訂し、令和７年７月上旬頃に発刊いたします。また、都市計画法(盛土規制法な
ど)も４月１日から改正された「みなし許可等」について、下記のとおり講習会を企画いたしました。建築士の資格をお持ちの方
には是非、ご受講いただきたい内容となっております。ふるってご参加くださいませ。

「改正　茨城県宅地開発関係資料集とその解説」および
「改正　都市計画法(盛土規制法など)について」講習会

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　申込書　　

・・・休憩１０分・・・

１５：１０　～　１５：４０
・　令和７年４月１日から改正された都市計画法(盛土規制法等)の
「みなし許可」等の概要について、県庁担当者よりご説明をいただ
きます。

茨城県土木部都市局建築指導課
宅地グループ　担当者



令和７年７月 改定版

〒310-0852 水戸市笠原町978－30
建築会館２階

（一社）茨城県建築士会
TEL 029（305）0329
FAX 029（305）0330



2025 年 9 月 わくわくセミナーのお知らせ 

（一社）茨城県建築士会  女性委員会   

女性委員長   大谷  美由紀 

   担当   橋本  珠美   

 

 

『  LIXIL「bathtope（バストープ）」 の話を聞く』 
 

2024 年 11 月に販売された 新商品 bathtope(バストープ)。 

存在を知った時、そのユニークな発想に思わず笑い、 

同時に「どのような仕組みなのか？」「風呂キャンセル界隈とやらにうけるのか？」と、 

次々に興味が湧いてまいりました。 

驚きと好奇心を呼び起こすこの商品を、皆さまとともにじっくりと知ってみたくなり、 

今回のセミナーを企画いたしました。 

わくわくセミナーの為に bathtope 本体を LIXIL つくば SR に設置して下さるとのことで楽しみです。 

 
 

日 時  ：  令和７年９月２５日（木曜日）  午後７時～９時頃 

会 場  ：  LIXIL つくばショールーム 会議室   

                住所  つくば市研究学園５－２０－７   

              電話  ０５７０-７８３-４５２ 

講 師  ： ㈱LIXIL 生稲 修 氏   他 

会 費  ： 無 料 （会員外 ￥1,000/人）   飲み物付 

            

＊参加申込みは、下記へＦＡＸ又はメールにて９月２２日（月）迄にお願いします。 

申込先  （一社）茨城県建築士会事務局 （ＴＥＬ ０２９－３０５－０３２９） 

                    ＦＡＸ ０２９－３０５－０３３０  Ｅ-ｍａｉｌ kyy05413@nifty.com 

                                                                

９月２５日（木）のわくわくセミナーに参加 します。  

支部名 （       ）支 部     氏  名                    

 

当日の連絡先（携帯電話）                                  

★キャンセルされる方は事前にご連絡をお願いします。 





E-mail



茨城県震災建築物「応急危険度判定士」登録・認定制度のご案内 

 

茨城県土木部都市局建築指導課 

 

 茨城県には、大地震が発生した場合に、余震等による建築物の倒壊などの二次災害防止を目的

としてボランティアで建築物の判定活動をする、応急危険度判定士制度があります。 

平成２３年３月 11 日の東日本大震災においては、県内２８市町村で、延べ９２９名の判定士

が１５,８６３棟の建築物を判定し、二次災害の防止に寄与しました。 

 現在、約 1,850 名の判定士が登録されており、今年度も新規登録していただける方を募集し

ますので、ぜひご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 応急危険度判定は、地震により被災した建築物について、その後の余震等による倒壊の危険性

や建築物の部分等の落下・転倒の危険性をできる限り速やかに判定し、その結果に基づき被災建

築物の使用にあたっての危険性を情報提供することにより、被災後の二次的災害を防止すること

を目的としています。 

 

 

 

判定士の認定は、知事が行います。 

・対象者は県内に在住又は在勤し、次のいずれかに該当する方です。 

(1) 建築士法第２条第１項の建築士（１級建築士・２級建築士・木造建築士） 

(2) 建築基準法施行規則第 6 条の 6 に規定する特定建築物調査員 

( ※ 法改正前の特殊建築物等調査資格者を含む。) 

(3) 前各号に規定する者のほか、知事が認めた者 

・認定者には判定士認定証を交付します。 

 ・認定証の有効期間は５年間です。（５年ごとに更新が必要） 

 

 

 

 判定士として登録するためには、県主催の講習会を受講する必要があります。 

・日  時  令和 7 年 10 月 1 日（水）13:00 ～ 17:00(予定) 

・場  所  「 茨城県庁 」  ９階  講堂 

       水戸市笠原町 978－6 電話 029－301－4716 

・受 講 料  無 料（テキスト代を含む） 

・お申込み  別紙の受講申込書に記入の上、顔写真を添えて 9 月 12 日(金)までに、 

下記、茨城県建築士会宛てにお申込みください。申込者には後日、受講券をお送りします。 

 

※ なお、一級建築士の方で、二級・木造建築士の時に判定士の講習を受講された方は、 

その判定士の認定番号をお知らせ下さい。 

 

お申込み・お問い合わせ先 

〒310-0852 

水戸市笠原町 978 – 30 建築会館 2 階 

一般社団法人 茨城県建築士会 判定士係   TEL 029-305-0329 

茨城県建築士会 Web サイト   https://ishikai.com         web サイト 

応急危険度判定とは 

講 習 会 の 開 催 

判 定 士 の 認 定  



2.4㎝

 裏面に
　氏　名
　撮影年月日

※新規か更新の該当する方を○で囲み、更新の場合は認定番号を記入してください  を記入

更新の方は、
写真不要です

講 習 会 名

ＴＥＬ･ＦＡＸ

メールアドレス

　　　茨城県建築士会会員　　茨城県職員

判定士講習会受講申込書

受講者の区分

　※　いずれかを○で囲んでください
建築士会会員の方は支部名

受 講 者 氏 名

□新規 ・ □更新 （認定番号：Ｈ・R　　　　　　　　　　　　　　A・P ）　3.0㎝

　　　　　　　　　　昭和・平成　　年　　月　　日生

　ふりがな

縦3.0㎝×2.4㎝のカラー写真１枚を添付のこと（6ヶ月以内の証明写真）
（写真裏面に氏名及び撮影年月日を記載して下さい）

※（自営と記入しないで社名を記入）

（ＴＥＬ　　　 －　　　－　　　　）

　2級･木造建築士の方は、

 〒　　　　　－

住所・ＴＥＬ

　　　市 町 村 職 員　　　　その他

茨城県震災建築物「応急危険度判定士」講習会

建 築 士 等
免 許 証 番 号

　　　　　　　　　　　支部

（ＦＡＸ　　　   －　  　 　－ 　　　　）

（ＭＡＩＬ　　   　　   @　    　　　　）

会 　  員  　 番  　 号

所 在 地 ・
（ＴＥＬ　  　　 －  　 　　－ 　　　　）

勤 務 先 の

　２級建築士　　　　　　県　第　　 　号）

　木造建築士　　　　　　県　第　　 　号）

　１級建築士（国土交通大臣　第　　　 号）

　※　更新申請の場合は，講習会の受講を省略できます。

　※　いずれかを○で囲み、免許証番号を記入してください

　特定建築物調査員（交付番号　第　　　 号）

　必ず交付された都道府県名
　を記入してください

備 考

勤 務 先 名 称

 〒　　　　　－






